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心理的な要因により不登校及び
その傾向にある児童を学校に
復帰させるために、少人数による

指導を行っています。

小学校適応指導教室

外国籍の児童・生徒及び帰国
児童・生徒のうち、希望者に対して、
ボランティアを派遣して日本語
指導を行っています。

日本語指導

幼児から18歳までの様 な々
教育上の問題について、

教育相談員（臨床心理士）が、
各専門家・関係機関と連携を
とりながら、解決・改善を

図っています。

教 育 相 談
市内小・中学校に

学校ネットワーク環境や
パソコンを整備すると共に、
ＩCＴ授業の支援を行い、
情報教育の充実を
図っています。

教育の情報化の推進教員の授業力アップのための
教育アドバイザーによる個別指導、
市内の大学と連携した教員対象の
夏季授業力研修の実施により、
教員の資質・能力向上を
支援しています。

研 修 事 業

教育の情報化の推進

研 修 事 業

児童・生徒の科学的態度、能力、
技術の向上や創造力の育成を図るため、
小学5年生・中学2年生を対象に希望者
を募り、理科専門教師の指導の下、
実験や作業などの研究活動を

行っています。

科学センター事業

南多摩第二教科書センターと
して東京都から指定を受けて
おり、小学校・中学校・高校の
教科用図書の展示を
行っています。

教科書センター

「就学・進学相談」「特別支援学
級」など、特別な支援を必要とする
児童・生徒に対し、ニーズに応じた
適切な教育を通じて必要な
支援を行っています。

特別支援教育事業

小学校適応指導教室

日本語指導

教 育 相 談

科学センター事業

特別支援教育事業

教科書センター

　町田市教育委員会は、6月から「中学校適応指導教室」と「まちだＪＵＫＵ」

を教育センターに開設しました。

　「中学校適応指導教室」は不登校又は不登校傾向生徒への学校復帰支

援、「まちだＪＵＫＵ」は問題行動を繰り返す生徒への個別指導事業で、町田市

教育プランの重点事業である中学生を対象とした学校不適応生徒支援事業

の核となるものです。

　これら新事業を通じ、児童・生徒一人一人がよりよい学校生活が送れるよう

支援していきます。
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スタート！！スタート！！「まちだJUKU」「まちだJUKU」「中学校適応指導教室」「中学校適応指導教室」

　教育センターは、市立小・中学校の教員の資質向上と学校
教育の充実・発展を図るために様 な々事業を行っています。
　“学校や教員、児童・生徒の縁の下の力持ち”としての教育
センターの事業をご紹介します。
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２
０
１
３
年
３
月
か
ら
５
月
ま

で
の
間
に
、
定
例
会
３
回
、
臨
時

会
１
回
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
47

件
の
議
案
を
審
議
し
、
28
件
の
報

告
を
受
け
ま
し
た
。
以
下
に
そ
の

主
な
も
の
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

 

【
議
　
　
案
】

○
教
育
委
員
会
表
彰
に
つ
い
て

○
町
田
市
立
学
校
の
学
級
編
制
基

準
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

○
町
田
市
学
校
給
食
問
題
協
議
会

へ
の
諮
問
に
つ
い
て

 

【
報
告
事
項
】

○
町
田
市
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
設
置
要
綱
の
制
定

に
つ
い
て

３
月
〜
５
月

○
防
犯
ブ
ザ
ー
配
布
事
業
に
つ
い

て
○
町
田
市
の
文
化
財
の
有
効
活
用

に
つ
い
て
（
提
言
）

○
鶴
川
第
一
小
学
校
基
本
設
計
に

つ
い
て

○
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
家
庭
教
育

支
援
事
業
に
つ
い
て

ど
、
様
々
な
疑
問
が
持
ち
上
が
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。
私
も
教
育
委

員
に
な
っ
て
初
め
て
分
か
っ
て
き

た
こ
と
も
多
く
、
市
民
の
皆
さ
ま

が
理
解
し
づ
ら
い
の
は
当
然
の
こ

と
と
思
い
ま
す
。
教
育
委
員
会
制

度
見
直
し
の
論
議
は
、
本
制
度
や

教
育
委
員
の
存
在
な
ど
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
良
い
チ

ャ
ン
ス
が
訪
れ
た
と
も
言
え
る
わ

け
で
、
様
々
な
形
で
本
制
度
の
紹

介
あ
る
い
は
解
説
に
努
め
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
今
後
と
も
、
町
田

市
教
育
委
員
会
が
進
め
る
教
育
行

政
に
つ
い
て
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
し
て
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

展
の
た
め
に
全
力
を
注
ぐ
覚
悟
で

お
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
、「
い
じ
め
」

や
「
体
罰
」
の
問
題
が
取
り
上
げ

ら
れ
る
と
と
も
に
、「
教
育
委
員

会
制
度
の
見
直
し
」
が
論
じ
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
教
育
委

員
と
は
ど
ん
な
存
在
な
の
か
、
委

員
長
と
教
育
長
は
ど
の
よ
う
な
関

係
な
の
か
、
首
長
（
市
長
）
と
教

育
委
員
会
（
教
育
委
員
）
は
ど
の

よ
う
に
関
わ
っ
て
い
く
の
か
な

　

こ
の
度
、
４
月
１
日
付
け
で
委

員
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
昨

年
３
月
に
校
長
職
を
退
き
、
教
育

委
員
に
な
っ
て
か
ら
未
だ
１
年
が

経
っ
た
ば
か
り
で
少
々
不
安
も
感

じ
て
お
り
ま
す
が
、
町
田
市
の
学

校
教
育
や
生
涯
学
習
の
充
実
・
発

　

市
内
中
学
校
の
２
年
生
が
、
下

記
の
日
程
で
、
市
内
を
中
心
に
民

間
事
業
所
等
の
協
力
を
得
て
、
職

場
体
験
を
行
い
ま
す
。

　

働
く
こ
と
や
学
ぶ
こ
と
の
意
義

に
つ
い
て
、
理
解
を
深
め
る
貴
重

な
未
来
探
し
の
機
会
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
社
会
の
一
員
と
し
て

マ
ナ
ー
や
ル
ー
ル
を
身
に
つ
け
た

り
、
将
来
の
職
業
や
自
分
の
進
路

に
つ
い
て
考
え
た
り
す
る
き
っ
か

け
と
も
な
る
も
の
で
す
。

　

現
在
、
新
た
な
受
け
入
れ

先
事
業
所
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
指
導
課
（ 

☎

７
２
４
・
２
１
５
４
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

問い合わせ 町田市教育センター ☎ 793-2481
【交通の案内】
・JR横浜線「古淵駅」から徒歩10分
・町田駅からバスの場合は、町田バスセンターから2番乗り場の全
てのバス及び3番乗り場の境川団地経由バス乗車後、「境川団地
中央」下車すぐ

「
地
域
で
支
え
よ
う

町
田
っ
子
の
未
来
探
し
」

職
場
体
験
事
業

●第１期
  9月16日（月・祝）～9月20日（金）

●第２期
  11月25日（月）～11月29日（金）

●第３期
  2014年1月27日（月）～１月31日（金）


